149 ポルトガルでのミサ

私はポルトガルで2回ミサに出席しました。2回目はちょうど2週間前にマデイラ島の大聖堂で受けましたが、1回目と同じくらい素晴らしい体験でした。
約8年前、大学時代の友人とポルトからサンティアゴ・ダ・コンポステーラまでカミーニョ（道）を歩きました。
ある日曜日に川（国境）を越えてスペインに入りました。
その朝、私たちは教区教会でミサに出席しました。私は礼拝についていくのに苦労しました。
奉納の頃、サイモンとガーファンクルの「サウンズ・オブ・サイレンス」のメロディーで賛美歌が歌われました。会衆は手をつなぎ、リズムに合わせて体を揺らしました。
その後すぐに、子供たちは司祭に導かれて祭壇に向かいました。
礼拝の進行に合わせて子供たちに説明があったと思います。
等身大のマリア像が前景に置かれ、会衆の方を見つめていました。一方、十字架にかけられたキリスト（等身大）は肩越しに共同体の方を見ていました。
礼拝の終わり頃、一群の女性たちが両手いっぱいのアプリコット色のバラを祭壇に運びました。一人の女性がバラの小さな花束を受け取り、マリアの手に渡しました。子供たちにもそれぞれバラが与えられ、彼らはそれを母親に渡しました。
マデイラ島のミサでも同様に、ファティマにまつわるマリア像が聖域の前景、十字架にかけられたキリストの近くに置かれました。
聖体拝領では、聖体拝領者の約半数が身廊を進み、残りの半数は聖母礼拝堂で聖体を受けました。
どちらの場合も、マリアとキリストは互いに寄り添い、今日の聖体拝領と同様に、カルバリーの丘で私たちと分かち合った苦悩に私たちの注意が向けられました。彼らが苦しむであろう苦しみ。

「主は最後の日に栄光のうちに再び来られる」
（最近、息子さんが重病にかかっているある母親が、息子さんの苦しみを私に話してくれました。
「その痛みを感じますか？」と私は彼女に尋ねました。
「はい」と彼女は答えました。
「分かります」と私は答えました。
まるで泡がはじけたようでした。
彼女は微笑んで私を抱きしめました。
母親はマリアのように、子供たちの痛みを感じるのです。）
あなたに祝福がありますように
